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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成22年11月4日(2010.11.4)

【公開番号】特開2009-77145(P2009-77145A)
【公開日】平成21年4月9日(2009.4.9)
【年通号数】公開・登録公報2009-014
【出願番号】特願2007-244103(P2007-244103)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   1/387    (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   3/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ  11/60     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   1/387   　　　　
   Ｇ０６Ｔ   3/00    １００　
   Ｇ０６Ｔ  11/60    １００Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成22年9月21日(2010.9.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿の画像データからオブジェクトを分離し、該分離されたオブジェクトと当該原稿に
含まれる他オブジェクトとの相対的な関係を特徴量として該分離されたオブジェクトのメ
タデータに記録する記録手段と、
　前記分離されたオブジェクトを他の原稿の画像データへ貼付するために、前記分離され
たオブジェクトを貼付する他の原稿のサイズおよび該他の原稿の観察距離設定の指定を受
ける指定手段と、
　前記指定手段により指定された前記原稿のサイズと観察距離設定の対応関係、及び前記
記録手段にてオブジェクトのメタデータに記録された他オブジェクトとの相対的な関係に
対応して定められた特徴量から、変倍率を算出する算出手段と、
　前記算出手段により算出された変倍率で前記分離されたオブジェクトに対して変倍処理
を施し、前記他の原稿の画像データに貼り付ける貼付手段と、
を備えることを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記原稿の画像データから分離されたオブジェクトと、当該原稿に含まれる他オブジェ
クトとの相対的な関係を示す特徴量は、当該原稿内の全オブジェクトの平均オブジェクト
サイズおよび当該オブジェクトのオブジェクトサイズであることを特徴とする請求項１に
記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記原稿の画像データから分離されたオブジェクトと、当該原稿に含まれる他オブジェ
クトとの相対的な関係を示す特徴量は、当該原稿内の全オブジェクトの平均フォントサイ
ズおよび当該オブジェクトのフォントサイズであることを特徴とする請求項１に記載の画
像処理装置。
【請求項４】
　前記の画像データから分離されたオブジェクトと、当該原稿に含まれる他オブジェクト
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との相対的な関係を示す特徴量は、当該原稿における文書構造の分類情報であることを特
徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記算出手段は、処理対象のオブジェクトがイメージ属性をもつかまたはグラフィック
属性であって図表でない場合、前記原稿サイズおよび観察距離設定に対応して定められた
ページオブジェクトサイズと前記原稿内の全オブジェクトの平均オブジェクトサイズおよ
び当該オブジェクトのオブジェクトサイズを用いて、変倍後処理後のオブジェクトサイズ
を決定することを特徴とする請求項２に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記算出手段は、処理対象のオブジェクトがテキスト属性をもつかまたはグラフィック
属性であって図表である場合、前記原稿サイズおよび観察距離設定に対応して定められた
ページフォントサイズと前記原稿内の全オブジェクトの平均フォントサイズおよび当該オ
ブジェクトのフォントサイズを用いて、変倍処理後のオブジェクトのフォントサイズを決
定することを特徴とする請求項３に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記算出手段は、処理対象のオブジェクトがテキスト属性の場合、前記原稿サイズおよ
び観察距離設定および前記文書構造の分類情報に対応して定められたフォントサイズを用
いて、変倍処理後のフォントサイズとすることを特徴とする請求項４に記載の画像処理装
置。
【請求項８】
　原稿の画像データからオブジェクトを分離し、該分離されたオブジェクトと当該原稿に
含まれる他オブジェクトとの相対的な関係を特徴量として該分離されたオブジェクトのメ
タデータに記録する記録ステップと、
　前記分離されたオブジェクトを他の原稿の画像データへ貼付するために、前記分離され
たオブジェクトを貼付する他の原稿のサイズおよび該他の原稿の観察距離設定の指定を受
ける指定ステップと、
　前記指定ステップにより指定された前記原稿のサイズと観察距離設定の対応関係、及び
前記記録ステップにてオブジェクトのメタデータに記録された他オブジェクトとの相対的
な関係に対応して定められた特徴量から、変倍率を算出する算出ステップと、
　前記算出ステップにより算出された変倍率で前記分離されたオブジェクトに対して変倍
処理を施し、前記他の原稿の画像データに貼り付ける貼付ステップと
　を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項９】
　前記原稿から分離されたオブジェクトと、当該原稿に含まれる他オブジェクトとの相対
的な関係を示す特徴量は、当該原稿内の全オブジェクトの平均オブジェクトサイズおよび
当該オブジェクトのオブジェクトサイズであることを特徴とする請求項８に記載の画像処
理方法。
【請求項１０】
　前記原稿から分離されたオブジェクトと、当該原稿に含まれる他オブジェクトとの相対
的な関係を示す特徴量は、当該原稿内の全オブジェクトの平均フォントサイズおよび当該
オブジェクトのフォントサイズであることを特徴とする請求項８に記載の画像処理方法。
【請求項１１】
　前記から分離されたオブジェクトと、当該原稿に含まれる他オブジェクトとの相対的な
関係を示す特徴量は、当該原稿における文書構造の分類情報であることを特徴とする請求
項８に記載の画像処理方法。
【請求項１２】
　前記算出ステップは、処理対象のオブジェクトがイメージ属性をもつかまたはグラフィ
ック属性であって図表でない場合、前記原稿サイズおよび観察距離設定に対応して定めら
れたページオブジェクトサイズと前記原稿内の全オブジェクトの平均オブジェクトサイズ
および当該オブジェクトのオブジェクトサイズを用いて、変倍後オブジェクトサイズを決
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定することを特徴とする請求項９に記載の画像処理方法。
【請求項１３】
　前記算出ステップは、処理対象のオブジェクトがテキスト属性をもつかまたはグラフィ
ック属性であって図表である場合、前記原稿サイズおよび観察距離設定に対応して定めら
れたページフォントサイズと前記原稿内の全オブジェクトの平均フォントサイズおよび当
該オブジェクトのフォントを用いて、変倍後のオブジェクトのフォントサイズを決定する
ことを特徴とする請求項１０に記載の画像処理方法。
【請求項１４】
　前記算出ステップは、処理対象のオブジェクトがテキスト属性の場合、前記原稿サイズ
および観察距離設定および前記文書構造の分類情報に対応して定められたフォントサイズ
を、拡大／縮小処理後のテキストのフォントサイズとすることを特徴とする請求項１１に
記載の画像処理方法。
【請求項１５】
　請求項８から請求項１４のいずれかに記載の画像処理方法をコンピュータに実行させる
ためのプログラム。
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